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＜連絡事項＞
・田中Dｒ当直日の際、精神指定医の診察が必要な指示受けは田中Drへ報告後オンコールのDrへ指示受けして下さい。
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～隔絶終了し、身体管理目的の為合併症室に移動となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施している。作業療法へ参加の希望落ち着き無く聞かれているが妄想や不穏さは無く経過する。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。コーヒーが無くなったと被害妄想聞かれているが興奮やトラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。開放時奇声をあげ徘徊しているがトラブル無く経過する。飲水行動もない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。また、各勤務帯で個室のトイレを確認するようにしていく。
・神田　直樹様～終日隔離中。本日より午前午後2時間ずつ開放観察実施。午前中は自室で臥床して過ごしている。多弁、多動、過干渉なく経過している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無く経過する。全身蒼白あるが不調の訴えはない。
・和田　昌様～食事は自力で全量摂取している。むせ込み無し。発語少ないが声掛けには「うん」と返答聞かれている。
・下村　慶子様～全身の発赤疹やや軽減してきている。掻痒感は持続。DIV拒否的だが説明にて渋々了承あり施行している。
＜新入院患者様情報1＞
氏    名：越後　京子様　（えちご　きょうこ様）

  生年月日：昭和24年1月1日　69歳

  病    名：反応性精神病

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Aユニット

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院予定

　(経過）

　　当院通院中の患者様である。

　　最近の診察では、背中の痛みを訴えたり、隣家からいたずらされたりしている、
みんなのとこ壊されるなど話す様子はあった。

　　11月14日の診察でも、夜間の睡眠はとれているが、隣家からの悪さは続いている
と話すことは続いている。

　　家族とも相談しながら入院も検討されていた。

　　11月20日、この間の状況を主治医とも情報交換し、入院治療で対応していくこと
が決まった。
11月21日13:53東Aユニット16号室へ入院となる。
LTプラン無し　業者洗濯
＜新入院患者様情報1＞
病　　棟：東病棟Cユニット4号室

　氏    名：松村　博美様（まつむら　ひろみ様）

  生年月日：昭和9年6月1日　84歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：男性

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　「妻と歯科の先生ができてる」という妄想があって、それに基づいての暴言・力

があるという事であった。11月16日に警察に行って「歯医者が妻と娘をかくまっている」と訴えに行った。その前に歯科に行って暴れる事もあったらしい。

　　前日に妻に対して暴力を振う事があって、警察は妻と話す目的で、Ptを保護していた。
本日14:22、入院治療が必要があると判断されるが、本人の判断能力が無く、次女の同意をもって、今回医療保護院となる。

